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Abstract : During the period from middle June to early July throught the three years 1976,

1977 and 1978, 3738 of transoceanic insects belonging to 60 species were captured. A great

number of leaf-hoppers were taken composing 88 percent of total number of the insects captured

in these years. A female of Culex tritaeniorhynchus captured on the first of July in 1978 was

found to have copulated but likely unengorged, giving negative data in the subsequent virus

isolation test. However, we have records that 8 females of vector mosquito (Hayashi et al.,

1975) and 90 female of them (Asahina, 1970) were captured on the sea in 1973, and 1969,

respectively. We consider, on these evidences, that infected vector mosquitoes may be able to

disperse over the sea on the wind. Most of the other transoceanic insects now captured seems

to be obligatory fliers and the majority of them are belonging to agricultural pests. The finding

of Simulium sp. and Culicoides, the latter may carry akabane virus which causes bovine

abortion, may be of particular interest. Further investigation on the ecology of transoceanic

insects including Culex tritaeniorhynchus and Culicoides midges seems urgently needed.
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は　じ　め　に

日本脳災の流行期における主媒介蚊がコガタアカイ

エカ（以下，単に蚊または媒介蚊という）であり，日

本脳炎ウイルス（以下，日脳ウイルスと略す）の増幅

動物として豚が主要な役割を果していることは，既に

異論のないところである．しかし，流行閑期における

日脳ウイルスの生存環は未だに不明のままである・

日脳ウイルスeO）越冬問題に関しては，Hamm0n et

at・（1958）による野鳥，Miuraビt at．（1977）によ

るコウモリ，大谷ら（1967）による冷血動物，大塚

（1967）による豚，更に，高橋ら（1971）による渡り

鳥の潜在感染の調査など多くの報告がなされている・

一方，実験的に日脳ウイルスの越冬を試みたものに

蚊体内での日脳ウイルスの越冬（Mifune，1965），コ

ウモリによる越冬（Miura gt at．，1977），カナへど

による越冬（Doietal－，1968）がある．

しかし，これらの実験的成績について，野外での証

明がないまま現在に至っている・

Fukumiet al．（1975），Hayashiet al．（1975），
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Wadaetal・（1976）は，過去10年間において長崎地

方における越冬蚊からの日脳ウイルス分離が陰性であ

ることを主な根拠として，日脳ウイルスの蚊体内での

越冬は可能性が少ないであろうことを指摘した．そし

て，Oda etat・（1978）は，媒介蚊の生理学的な観点

から，越冬蚊を調査し，越冬個体群は未吸血末經産雌

によって構成され，日脳ウイルスを保持する可能性は

極めて困難なことであるとしている．

しかし，Hayashiet al．（1975〕，Ura（1976）は，

比較的温暖な奄美大島，沖縄に於て冬期（2月）の媒

介蚊から目脂ウイルスを分離し，条件さえ良ければ目

脂ウイルスは蚊体内で越年し得ることも明らかにし

た．この事実は，更に南方の地方では，年間に亘っ

て，日脳ウイルスが媒介蚊と　Reservior　の間で保持

されていることを示唆しているものとして重要であ

る．

また，朝比奈（1969，197O，1972），Hayashietal・

（1975），林ら（1978）は，東支部海の洋上で媒介蚊が

採集されることを報告し，媒介蚊の遠距離飛翔の可能

性を指摘した．特に，朝比奈（1970）による，採集さ

れた媒介蚊の中に抱卵している個体が含まれていたと

いう報告は，ウイルスの保有を意味するものとして注

目される．

このような状況を検討すると，日脳ウイルスは，日

本以外の地から，蚊によって持込まれる可能性も考え

られる・

以上の見地に立って，1976年から3年間に亘って，

東支那海上，日中，日韓漁業区域内に於て，飛来昆虫

の楢葉と，蚊からの日脳ウイルス分離を試みた・ま

た，本調査研究は主目的である日脳ウイルスの持込み

の実証以外に，飛翔昆虫の生態及びそれらが帯同する

微生物の調査をも含んでいて，広義の空中生物学の基

礎研究としての意義を持っている．

ここには，1976年から3年に亘って得られた飛翔昆

虫の調査結果を述べ若干の考察を加えることとする．

調　査　方　法

FHK　スーパーライトトラップ（6Wブラックライ

り富士平工業1O基と，ナイロンゴース製直径1m，

深さ1．5m　の吹き流しネット　2基を練習船長崎丸

（587．46トン）のハウスサイドの通路やデッキの風当り

の少ない場所に設置した．設置したトラップ及びネッ

トの場所は，水面から5m～12．5mの高さであった・

ライトトラップは，通常，毎日午後8時から点灯し

て，前夜半の午前O時に回収し，午前0時から再び点

灯して午前8時に回収した．

ネット及びトラップは共に原則として，陸地から

1oOkm以上離れた海上で用い，採集時には停船して

漂流しながら船の照明とアッパーデッキに設置された

探照灯も空へ向けて照射した・この間，船の各所を二

名の採集者が巡回して，7スビレーターと描虫網によ

る直接採集も行った，

航海中寄港した寄港地の昆虫の船内混入を防止する

ため，出港後，船壁を充分水洗し，船内も点検した・

採集された蚊の保存には，超低温冷蔵庫を魚槽に固

定し38O0Cで使用した．

蚊以外の昆虫類は，クロロフォルムで殺した後乾燥

標本として持ち帰り同定に供した．

調査地と期間

調査地は，三年間共に東支那海上の日中，日韓漁業

区域内である．調査期間は，1976年は6月24日～7月

3日，1977年及び1978年は6月16日～7月2日の間で

ある・この間，奄美大島，沖縄にそれぞれ2日間，1977

年6月17，18日の2日間は台風のため五島玉ノ浦港に

寄港3した．

結　　　　　果

3年間に採集された昆虫類を表1に示した・この裏

から，1976年には，輯蛤目1種，同週一半過日6種，

鱗週目4種，総採集数385個体であった・1977年には，

峠蛤目3種，カマキリ日1種，直選目1種，異週一半

週日6種，同逮一半週目12種，脈週目1種，鱗週目17

種，双週目5種，鞘題目2種，総採集数2，363個体で

あった．1978年には，晴蛤目2種，異麹一半週目2

種，同蒐一半超目968個体，鱗週目7種，双題目4種，

鞘週目2種，総採集数99o個体で，3年間に，9日6o

種，3，738個体の昆虫類が採集された．

3年間の採集で，いずれの年もウンカ類が最も多く

採集され，聡採集昆虫数の88％を占めている．なかで

も，トビイロウンカ，セジロウンカ，ヒメトビウンカ

が圧倒的に多く，これらはすべて移動型とされる長趨

型のウンカであった．

採集された昆虫類を見ると，ウンカ類を始めとし

て，農業害虫，家屋害虫や衛生害虫が多いことが注目

される・また，1978年にはプユ，ヌカ力も混在して採

集されているが，特にヌカカは牛の流産原因ウイルス

の媒介者に擬せられていることも注目しなければなら

ない．

表1の中で＊印で示したものは，恒常性飛来昆虫と



T able 1 Transoceanic insects captured on the East-China sea for the early summer in
1976, 1977 and 1978
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（ホンウンカ属の1種〕
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Tablelcontinued

1976 1977 1978
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＊Transoceanic habitualspecies ofcapturedinsects．

考えられる種類である・

航海期間中に，実際に採集出来た日は，1976年が4

日間，1977年8日間，1978年5日間で，採集昆虫数の

多少は当然栗際に採集出来た日数に比例している．

考　　　　　察

蓑1に示したように，予想以上に多くの昆虫類が東

支那海上で採集された・しかも，この中の主な昆虫類

は，恒常性移動種が多いことがわかった・この理由に

ついては今のところ明らかではないが，一般に，他の

昆虫類に比べて飛翔力が強いか，夙に乗り易い昆虫類

が多いのか，偏西風の吹き込む地域での昆虫類の発生

数が多いのか，更に，生理的な内因によるのか，様々

な要因を解析する必要がある．

主目的とするコガタアカイエカは，1977年7月1

日，女島南西4oKm，北緯32－O5．2，東経127－57・8

において，午後1O時，キャビンの外窓わくに休止して

いたものである．それを冷凍保存して研究室に持ち帰

った後，卵巣と貯精嚢とを観察し，その年令と交尾の

有無を調べた・描集蚊は交尾済みではあったが，未經

産1期のもので，ウイルス分離は陰性に終った．

其の他，特に注目すべき事実は，ウシヌカカが枯葉

されたことである．本種は，アフリカ，東南アジアに

広く分布し，ヨーロッパではアフリカから移動して来

るのではなかろうかとの見方もあり，今回の採集例は

遠距離飛翔の事実を証明するものとして極めて重要で

ある．また，ブユも疫学的に重要な衛生害虫として知

られていることから今後，更に，充分な；注意をもっ



て，採集を行う必要があろう．

ヒメツチカメムシは，しばしば燈火に集まって家屋

内に侵入し，時には人の耳脛などに迷入して障害を引

き起したり，異臭のため不快昆虫として話題になる種

類である・

ウンカ類は，古来，稲の最も重要な害虫であり，岸

本（1975）はその渡洋飛来を確認したが，我々の調査

でも毎年多数の個体が採集された・また，一方ではウ

5

ンカ類の天敵とされているメタラガメ類も混入して採

集されたことは興味がある事実である・

ミナミ7オカメムシは，本来南日本の沿海地方の農

業害虫として重要なものであるが，1977年の採集例

で，本種の渡洋移動の可能性を強く示唆しているもの

として興味深い・

アシビロヘリカメムシは，琉球列島以南に分3布する

種類で，特に台湾ではウリ，ワタの害虫として知られ

Fig. 1. The weather condition and the position of the ship in the East China Sea when
transoceanic insects were captured from the evening of June 25 to the very early
morning of June 26, 1976.
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る・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　によるものと考えてよさそうである・また，サツマヒ

キ7シアシブトタチバ，コブヒゲシロモンノメイガ　　　　メカマキリ，ハネナガイナゴは一見，長距離飛翔が不

は，従来，我が国から数例の採集報告しかない種類で　　　可能と思われる種揮と考えられそうであるが，これら

あるが，これらが洋上で採集されたことは，渡洋飛来　　　の種が採集された事実は飛翔昆虫の生態を論ずる上

Fig. 2. The situation of rain front and atmospheric pressure on June 25th, 1977, when the

large number of transoceanic insects were captured.
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で，意外な一面があることを示唆している・

木造家屋の害虫であるイェカミキリの揃集例も今後

の家屋害虫の広がりを考慮すると注目すべきことであ

ろう．

今回の調査では遂に実施することが出来なかった

が，飛来昆虫による各種の微生物の帯同，持込みも充

分考慮されるので，この問題は今後の課題として残さ

れている・

7

航海中に実際に採集出来た日は，前述のように極め

で僅かの期間で，調査時期に台風の発生に遭遇するこ

とがしぼしぼであるが，採集された昆虫数と，その時

の天気図は密接な関係があり，採集数の多少は，天候

の如何によると云っても過言ではなさそうである・

即ち，1976年の調査では，6月25～26日に最も多く

の昆虫が採集された・その天気図と船の位置をみると

図1のようである．この固から，船は梅融前線に沿っ

Fig. 3. Movement of the rain front and atmospheric pressure during the voyage from June
18 to June 30 in 1978. The position of ship is presented with the date in the figure.
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て，温暖前線側にあった．1977年には更に顕著な採集

例が観察された・即ち，同年6月25日，第4回目の採

集時は，それまで北風が吹いて気温250Cで昆虫の飛

来は全く認められなかったが，午前1時3o分頃から，

南西の風に変って気温も28・90cに上昇した時，急に，

ウンカ，カメムシ額の飛来が目立ち始めて1時間半程

この状態が続いた（図2）．そして，午前3時には再

び北々西の夙に変り気温も25・80Cに下降すると同時

に昆虫を認めなくなった．この結果を，船壁に静止し

たウンカ類のアスビレーター採集によって比較すると

午前1時30分～2時4O分までに372個体，それ以後，

午前3時3O分までの間は僅かに8個体しか採集されな

かった．この様な例は，1977年の第1回及び第2回の

採集時にも認められている．1978年6月30日午后9時

3O分矧～こも同様の現象が見られ，同年7月1日午前1

時までにウンカ類441個体を始め，トンボ類，蛾，ハ

エ，カメムシ煩など多数の飛来昆虫を採集した．この

時のウンカ類の採集数は，1978年に採集された総ウン

カ類の実に49％に当っている．

これらの所見は，岸本（1975）が，同じく，東支部

海上において行ったウンカ類の調査でも指摘している

ところであって，梅雨前線の北上に伴う南西風の到来

と気温の上昇という状況と良く一致していた．

我々が意図し計画する調査期間は，上記のような気

象や台風との遭遇など常に起り得る時期であって，当

然調査の困難さを伴っている．

1978年の調査は，特に図3に示したように6月23日

以後の梅雨前線は停滞することなく急速に北上した．

即ち，僅か1週間の問に沖縄一台湾を結ぶ線から北

朝鮮一北陸を結ぶ鯨まで北上し我々の調査は数日しか

行えなかった．

本調査結果の反省として，光に対して自力で集まる

と思われる飛翔力の強いトンボ類3，蛾類，カメムシ

額，ウンカ類に比べて，蚊を始めとした敏小昆虫類

は，気塊に乗って移動しているとも考えられ，船に点

灯された明りを認めても，上空5OOm附近を流れてい

るといわれる偏西風の流れから白らの飛翔力では降り

て来ることが困難な昆虫類もあると見なければならな

い．従って，採集方法の改良も今後に残された問題で

あろう．

ま　　と　　め

1976年，1977年，1978年6月～7月にかけて，東支

部海上の日中，日韓漁業区域内で，海洋飛来昆虫の採

集を行った・捕集された昆虫類は，表1に示したよう

に，9日6o種3，738個体である・

1）最も良く採集されたのはどの年も，ウンカ類で総

採集数の8呂％を占めていた．

2）1977年7月1日に採集されたコガタアカイエカ雌

1個体は，未吸血未經産で目脳ウイルス分離は陰性に

終った・しかし，1973年の採集例や朝比奈の報告を含

めて考えると，本種が，海洋飛来する事実を強く支持

する所見である・

3）採集された昆虫類の多くは恒常性移動種で占めら

れていた，

4）農業害虫，家屋害虫として重要な南方系のカメム

シ類，カミキリが採集され南方系農業害虫の北進現象

や，分布上に多くの示唆を与える結果が得られた．

5）衛生害虫として，蚊の他に，ヌカカ，ブユ，キン

バエ，カメムシが採集され，今後の帯同微生物の調査

の重要性を示している・

6）飛来種の採集状況は，その時の気象状況に大きく

影響され，梅雨前線沿いの温暖前線側で南西風の時に

多数採集されることがわかった．

考　　　　　察

これらの詞査は，日脳ウイルスの日本以外の地から

の持ち込みを実証することにあるが，その他に長距離

飛翔昆虫の生態及びそれらが帯同する微生物の調査も

含んだ空中生物学の基礎研究として重要な意義をもっ

ている・

→方，長崎海洋気象台及び名瀬測候所によると，

6，7月の東支部海上の気象状況は，南西諸島の梅雨

が明け，優勢な小笠原高気圧が，屋久島，種子島附近

まで張り出し，一方，シベリヤ，朝鮮半島附近には，

北の高気圧があり，この間にある東支部海は谷間のよ

うな状態となり，この地域を南々西の偏西風が連吹す

る気象配置になることが多いと云われている．これら

の事から，束支部海域の6，7月の飛翔昆虫類の調査

は我が国に於ける日脳ウイルスの汚染時期とも合致し

ていることは興味深い事実である・

今日まで，我国に持込まれたものと考えられるアカ

バネウイルス，ゲタウイルス，サギヤマウイルス，ネ

ギシウイルス，アイノウイルスなどが報告されている

ことは既に知られていることである．この事実は，我

国をとりまく渡洋飛来昆虫の詞査とその生態，特にそ

れらが帯同する微生物（細菌や動物，植物，昆虫ウイ

ルス等）の検索は是非とも明らかにされねばならない

だろう．こうした事業は例年の監視事業として系統化

される必要もあると考える．
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